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年生から 4 年生までを対象に開講された科目である。履修学生は合計 20 名で、1 年生が 17 名、2 年生
が 1 名、そして日本語で授業参加可能な日本語力を有する韓国からの交換留学生が 2 名受講した。学
部別には、工学部が 9 名、都市デザイン学部が 5 名、医学部、人文学部、理学部が各 2 名だった。ま
た、性別は男子学生が 18 名、女子学生が 2 名と、男子学生が 9 割を占めるクラスとなった。 
一方、合同授業のディスカッションに参加した留学生は、国際機構の日本語中級クラス聴解・会話
B を受講していた 22 名で、出身地は、オランダが 11 名、台湾とロシアが各 3 名、中国が 2 名、アメ
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ら 5 回のセッションでは、日本語で留学生とのディスカッションを行ない、最後の第 6 回セッション
は、学生からの希望を考慮し、英語でのディスカッションを試みた。 





表 1 授業スケジュール  
第 1 回授業 オリエンテーション 
留学生とのセッション（１）自己紹介、フリートーク［日本語］ 
第 2 回授業 講義・グループワーク「異文化理解とは？」 
第 3 回授業 留学生とのセッション（２）ディスカッション①［日本語］→ 第 1 回レポート 
第 4 回授業 講義・グループワーク「コミュニケーションのスタイル」 
第 5 回授業 留学生とのセッション（３）ディスカッション②［日本語］ 
合同授業における異文化間コミュニケーション力の開発 
- 67 - 
 
第 6 回授業 講義・グループワーク「世界の 4 つの価値観」→ 第 2 回レポート 
第 7 回授業 留学生とのセッション（４）ディスカッション③［日本語］ 
第 8 回授業 講義・グループワーク「自己開示」→ 第 3 回レポート 
第 9 回授業 留学生とのセッション（５）ディスカッション④ ［日本語］ 
第 10 回授業 講義・グループワーク「言語コミュニケーション」→ 第 4 回レポート 
第 11 回授業 講義・グループワーク「対立管理スタイル、異文化適応力」 
第 12 回授業 グループワーク：プレゼンテーションの準備 → 第 5 回レポート 
第 13 回授業 講義・グループワーク「非言語コミュニケーション」 
第 14 回授業 留学生とのセッション（６）ディスカッション⑤［英語］→ 最終レポート 








異文化体験については、授業開始時に表 2 にある 6 項目の質問をする形でアンケート調査を行なっ
た。このアンケートの質問項目は、宮里（2017，p.148）を参考に作成した。 
 
表２ 異文化体験についてのアンケート質問項目  
質問 1 今までにどんな異文化教育を受けましたか。それはいつどのようなものでしたか。 
質問 2 海外経験はありますか。いつ、どこに、どのような形で、どのくらいの期間いましたか。 
質問 3 異文化や自分の文化についてどんなことをイメージしていますか。また、異文化の人（外
国人など）に対して、どのような印象を持っていますか。 
質問 4 異文化（外国人）の友人や知り合いなどがいますか。どんな異文化体験をしましたか。 
質問 5 あなたが期待する異文化の授業とはどんなものですか。この授業でどのようなことを学び
たいですか。 
質問 6 あなたは今後自分の人生で異文化体験をしたいですか。 
 
アンケートの結果、質問 1 の異文化教育については、質問が具体的でなかったことも影響したが、
20 名中 7 名が小学校から高校までの英語の授業や ALT（外国語指導助手）の先生とのコミュニケーシ
ョン、2 名が英語以外の科目での学習経験を述べていた。短期留学や修学旅行での海外経験を述べた
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学生が 2 名いたが、交換留学生として受講していた 2 名の韓国人学生を除き、7 名の学生は異文化教
育を受けたことがないという回答だった。 
質問 2 の海外経験については、2 名の交換留学生を除いては、4 名の学生が 3 日から 2 週間の海外
滞在歴があり、その目的は家族旅行、修学旅行、短期留学などで、滞在先はアメリカ（ハワイ）、ニ
ュージーランド、フランス、台湾だった。 














う感じているかを事前に知るために、ディスカッションについては、表 3 にある 2 つの項目をアンケ
ートで質問した。 
 
表３ ディスカッションについてのアンケート質問項目  
質問 1 これまでに、授業の活動として留学生とディスカッションをしたことがありますか。 
「はい」と答えた人は、その回数も書いてください。 
質問 2 一般的に授業の活動としてのディスカッションが好きですか。 
 
質問 1 の留学生とのディスカッション経験については、2 名の韓国人学生は、留学生ということも
あり、日本語の授業などでディスカッションの経験が「何回もある」との回答だった。その他 18 名の
日本人学生のうち 2 名が「ある」と回答したが、16 名は「ない」との回答だった。「ある」と答えた
2 名の学生の回数は、1 名が「1 回」、もう 1 名が「3 回」だった。 












ションの内省のために、課題として出した授業レポートの指示を資料 1 に記す。 
 
















・School and company uniforms should be abolished 
・We should not let elementary school kids use smartphones 
・Tabacco should become an illegal drug 





ディスカッション②は、ディスカッション後の第 6 回授業で「世界の 4 つの価値観」というテーマ
を扱う予定だったので、その前に「理想の結婚相手・パートナー」という身近なトピックから価値観
について考える機会を設けるために行なった。 
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表 5 に授業目標達成度の結果をまとめる。 
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はい：18 名  いいえ：1 名 
どちらとも言えない：1 名 
 
表 6 の結果から分かるように、留学生とのディスカッションの満足度は非常に高く、質問 1、質問 2





































資料１ 授業レポートの指示  
第 1 回レポート  以下の 3 つについて、自分が感じたことや考えたことをまとめてください。 
① ディスカッションを通して、自分のコミュニケーション・スタイルについて
考えたこと、留学生や日本人学生とのコミュニケーションで難しさを感じた
こと（500 字以上）  
② 自分の異文化適応（「異文化」＝富山での新生活）のプロセスについて考え
たこと（500 字以上）  
③ 留学生から日本でのカルチャーショックについて聞いて考えたこと（500 字
以上）  
第 2 回レポート  以下の 2 つについて、授業レポートを書いてください。  
① 「理想の結婚相手・パートナー」のディスカッションにおいて、留学生や他
の日本人学生との意見交換を通して、価値観の違いについて考えたことや感
じたことを書きなさい。（600 字以上）  
② 授業で扱った「世界の価値観」から 1 つを選び、自分が考えたことや感じた
ことを書きなさい。（600 字以上）  
第 3 回レポート  以下の 2 つについて、授業レポートを書いてください。  
① 「タトゥー」と「制服」のディベートにおいて、自分の意見を述べたり、相
手の意見に賛成したり反対したりする時のコミュニケーション・スタイルに
ついて考えたことや感じたことを書きなさい。（600 字以上）  
② 授業で扱った「自己開示」について、自分の自己開示度の分析を含め、考え
たことや感じたことを書きなさい。（600 字以上） 
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を書きなさい。（600 字以上）  
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